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（午前１０時００分 開議） 

議長（宮澤 健君） 

 おはようございます。ただいまの出席議員は全員です。 

 これから本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程はお手元に配付のとおりです。 

 日程第１、議案第１３号、東庄町職員定数条例の一部を改正する条例を制定する

ことについてを議題とします。 

 職員に議案の朗読をさせます。 

（事 務 局 朗 読） 

議長（宮澤 健君） 

 本案について提案理由の説明を求めます。 

 町長、岩田利雄君。 

町長（岩田利雄君） 

 おはようございます。それでは、議案第１３号、東庄町職員定数条例の一部を改

正する条例を制定することについての提案理由を申し上げます。 

 この改正は、近年の多様化、そしてまた高度化する行政ニーズに対応するため、

職員の定数の適正な管理を図るため、東庄町職員定数条例について所要の改正を行

うものでございます。 

 なお、詳細につきましては、担当課長より説明をいたさせます。ご審議の上、可

決くださいますよう、よろしくお願いを申し上げます。 

議長（宮澤 健君） 

 総務課長、堀江弘之君。 

総務課長（堀江弘之君） 

 それでは、議案第１３号、東庄町職員定数条例の一部改正についてご説明申し上

げます。 

 本条例改正は、町長の提案理由にもございましたが、近年の多様化、高度化する

行政ニーズに対応するため、職員定数の適正な管理を図るため、東庄町職員定数条

例の一部を改正するものでございます。 

 本町では、住民に身近な行政サービスの質を高めるための人材を確保するため、

社会人経験者や任期付職員など、多彩な方法で職員を採用しているところでござい
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ますが、今後もデジタルトランスフォーメーション推進体制の構築等の新しい分野

の業務、地方創生、空き家対策、子育て・介護などの重点的に進めていくべき業務

に対応する人材の確保、更には新たな部署の創設などの検討も必要となってきてお

ります。 

 また、職員の育児・介護における休暇・休業等への対応が必要になった場合や職

員の年齢構成のバランスの改善、将来を見据えた管理職員の育成等を考慮した計画

的な採用など、中長期的な定員管理が重要となってきます。 

 今回の改正は、これらの行政課題に対応するため、職員の定数条例を改正するも

のでございます。 

 参考資料３ページをご覧ください。 

 条例改正の内容でございますが、第２条第１項１号の町長事務部局の職員を９８

人から１０８人に改める改正となります。 

 条例上の職員数につきましては、定員管理調査における類似団体との実職員数の

比較を参考に１０人増としております。 

 類似団体とは、全ての市区町村を対象とした国の調査の分類で、その分類は人口

と産業構造の二つの要素を基準としてグループ分けし、町村においては１５類型に

区分されております。国では、そのグループごとに職員数を比較し、公表しており

ます。 

 今回の改正は、新たな行政課題に対応するため、また、中長期的な定員管理を見

据え、必要な改正と考えております。 

 以上で説明を終わります。よろしくお願いいたします。 

議長（宮澤 健君） 

 提案理由の説明が終わりましたので、これから質疑を行います。 

 ９番、花香孝彦君。 

９番（花香孝彦君） 

 計画性について伺わせていただきます。 

 前回の１２月定例会、職員の定年延長の議案に対し、質疑を行った際の答弁とし

て、新制度施行後も現行制度と同様の定数管理となると答弁をいただいており、こ

の時点では職員定数を増やす予定はなかったと判断出来ます。どのような基準で採

用人数を決めているのか、職員の定員管理計画という計画は他の市町村で計画書を
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作られておりますが、東庄町でも定員管理計画を策定する予定があるのか伺わせて

いただきます。 

議長（宮澤 健君） 

 総務課長、堀江弘之君。 

総務課長（堀江弘之君） 

 それではお答えいたします。 

 １２月議会の定年延長制度の際の回答では、現行制度でも再任用制度により新制

度施行後と同様に職員は６５歳まで働くことが可能であるため、採用人数には影響

がない旨を回答いたしました。 

 今回の定数条例の改正は、定年延長の問題とは別にデジタルトランスフォーメー

ション推進体制の構築等の新しい分野の業務など、新たな行政課題に対応するため、

また、中長期的な定員管理を見据え、必要な改正と考えております。 

 本町では、平成１６年に行政改革の一環として定員管理計画を策定し、従来の行

政システムを抜本的に見直しをいたしまして、簡素で効率的な行政運営と行政サー

ビスの向上を目指し、少数精鋭の行政運営への転換を図るため、行政改革の積極的

な取組を行ったところでございます。 

 しかしながら、職員の削減を進めた結果、急激な職員の構成の変化が生じており、

新たな問題として年齢の構成バランスを改善する必要等がございます。今後は効率

的な行政運営と質の高い行政サービスを提供するためにも、限られた財源の下、適

正な定員管理に努める必要がありますが、新たな行政課題に対応するためには中長

期的な観点に立った上で行政課題に基づく業務量の増減を見通すとともに専門的知

見が円滑に継承出来るよう、年齢構成を平準化することも勘案し、年度ごとに必要

な職員数及び新規採用職員数について検討していくことが必要であります。 

 また、本町は類似団体と比較いたしまして大きく職員数が乖離しております。今

後は、事務事業を効果的に、効率的に遂行するために要する適正な人員数を決定し、

それを事務事業ごとに過不足なく配置するという定員管理の趣旨を踏まえ、業務量

等の変化や見通しを考慮し、定員管理計画についても策定してまいりたい、このよ

うに考えております。よろしくお願いいたします。 

議長（宮澤 健君） 

 よろしいですか。 
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 他にございますか。 

 ５番、桜井荘一君。 

５番（桜井荘一君） 

 業務の、今後増えていくという中で、いきなり増えるわけではないですよね。現

状も増えているのではないかなということで、オーバーワーク等、あるのかないの

か。地方公務員ですと、１ヶ月で４５時間ですよね。年間３６０時間ですか。特例

業務の場合は別になるかと思いますけれども、超過勤務を４５時間以内に職員さん

がそういうのを守られているのか。また、それ以上、超過してしまった場合に、一

般企業ですと、それが数ヶ月続いたら産業医さんと面談するとか、そういうのがあ

るかと思うんですけれども、そこら辺を教えていただけますか。 

議長（宮澤 健君） 

 総務課長、堀江弘之君。 

総務課長（堀江弘之君） 

 職員の時間外勤務については、町の勤務時間規則によりまして必要最小限の時間

外を命ずることとされておりまして、議員が言ったように４５時間が目安となって

おります。４５時間、月を超える場合もございますが、それは特例でございまして、

大幅な業務量の増加がある場合等は特例で４５時間を命ずることが出来るというこ

とが規則でも記されております。 

 本年度の例で言いますと、選挙であったりとか、給付金の配布であったりとか、

そのような業務、あとマイナンバーカードの申請等、新たな業務が急に起きた場合

に４５時間を超える職員が数名、本年度もおりました。４５時間を超えた職員、も

しくはそれに近い職員については、外部に委託しております相談員がおりますので、

Ｚｏｏｍで相談を受けたりとか、そのような対応はしております。 

 今回の改正は、時間外勤務の多い部署の職員を増やすことを目的としたものでは

ありません。新たな行政課題に対応するため、また中長期的な定員管理を見据えた

改正と考えております。しかし、各部署ごとの時間外勤務等の状況も参考としまし

て、業務量の変化や見通しを考慮して定員管理を行ってまいりたい、このように考

えております。よろしくお願いします。 

議長（宮澤 健君） 

 他にありますか。 
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 １０番、大網正敏君。 

１０番（大網正敏君） 

 では、先程の説明の中でお聞きいたします。新たな部署ということだったので、

具体的にどのような部署なのかお伺いします。 

 それと、各部署、何人ぐらいずつ配置する予定なのか。分かるだけでいいんです

けれども、お願いします。 

議長（宮澤 健君） 

 総務課長、堀江弘之君。 

総務課長（堀江弘之君） 

 お答えいたします。今回の改正は、条例上の職員数につきましては、類似団体と

の比較を参考に１０人増としておりますが、新たな部署ということなのですけれど

も、まだ検討段階なんですが、新たな行政課題としてＤＸ、デジタルトランスフォ

ーメーションの推進体制が国から求められております。この辺については専門的な

部分がありますので、職員を増強しまして、必要に応じては新たな係、もしくは課、

室等が、検討が必要ではないかという状況です。近隣の市町でも同じような係を創

設したり、課を創設したりしている市町村もございます。その辺も検討しながら考

えてまいりたいと思います。 

 今回の定数条例の改正で、早急に１０名を増員するわけではございません。類似

団体との実職員数の乖離要因、要はどこの部署が足らないか等を分析した上で、そ

の乖離の解消に取り組みをいたしまして、中長期的な観点から定員管理を行ってま

いりたい、このように考えております。 

議長（宮澤 健君） 

 よろしいですか。 

 １１番、高木武男君。 

１１番（高木武男君） 

 本町においては、デジタル化、かなり予算を使って庁舎内のデジタル化は進んで

いるかと思います。そこで人員の削減効果というのはどのようなものなのでしょう

か。この職員の増加がありますけれども、そこは吸収されなくて、やはり職員の増

加になっていくのでしょうか。その辺をちょっとお伺いします。 

議長（宮澤 健君） 
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 総務課長、堀江弘之君。 

総務課長（堀江弘之君） 

 今回、デジタルトランスフォーメーション推進体制の関係でございますが、こち

らは町内の庁舎内のパソコンとかのデジタル化というよりも、国が求めています行

政の、要はデジタル化と共にデジタル田園体制の構築とか市町のデジタル化を各行

政で検討するという方向で、国のデジタル庁の方で進めている事業が主なものとな

っております。 

 国がまず求めているものは、自治体情報システムの標準化、それから行政のオン

ライン化、あとは地域社会のデジタル化、このようなことを国が求めております。

国が求めているこの体制を作るために対策会議等も今後検討していかなければなら

ない、こういうことについて職員を増員したい、このように考えております。町の

中のパソコン等ではなく、国が求めている行政のシステムの標準化、オンライン化、

このようなことも含めまして、検討したい、このように考えております。 

議長（宮澤 健君） 

 よろしいでしょうか。 

 他にありますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

議長（宮澤 健君） 

 これで質疑を終わります。 

 お諮りします。 

 討論を省略して直ちに採決することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

議長（宮澤 健君） 

 ご異議なしと認めます。 

 これから、議案第１３号、東庄町職員定数条例の一部を改正する条例を制定する

ことについてを採決します。 

 本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

議長（宮澤 健君） 

 ご異議なしと認めます。 
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 従って、議案第１３号は原案のとおり可決されました。 

 日程第２、議案第１４号、一般職員の職員の給与等に関する条例の一部を改正す

る条例を制定することについてを議題とします。 

 職員に議案の朗読をさせます。 

（事 務 局 朗 読） 

議長（宮澤 健君） 

 本案について提案理由の説明を求めます。 

 町長、岩田利雄君。 

町長（岩田利雄君） 

 それでは、議案第１４号、一般職の職員の給与等に関する条例の一部を改正する

条例を制定することについての提案理由を申し上げます。 

 職員の給与は地方公務員法によりまして、生計費や国及び他の地方公共団体の職

員並びに民間企業従業員給与等との均衡を考慮して定めなければならないとされて

おります。国は、平成２４年人事院勧告に基づき給与水準の上昇を抑制するため、

５５歳を超える職員の昇給について、平成２６年１月から原則として昇給停止とし

ております。また、千葉県は令和３年、千葉県人事委員会勧告に基づき、令和５年

４月から原則として昇給停止となります。 

 本案は、地方公務員法の趣旨に沿って、国や県の動向を踏まえ、本町においても

昇給制度を見直すことが適当と考え、条例を改正するものでございます。 

 なお、詳細につきましては担当課長より説明をいたさせます。 

 ご審議の上、可決くださいますよう、よろしくお願いを申し上げます。 

議長（宮澤 健君） 

 総務課長、堀江弘之君。 

総務課長（堀江弘之君） 

 それでは、議案第１４号、一般職の職員の給与等に関する条例の一部改正につい

てご説明をいたします。 

 本案は、町長の提案理由にもございましたが、５５歳を超える職員の昇給制度に

ついて、国や県の動向を踏まえ、本町においても見直すことが適当と考え、条例改

正を行うものでございます。 

 国では、平成２４年の人事院勧告によりまして５０歳代後半層における給与水準
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の上昇を抑制するため、昇給、昇格制度が見直され、国家公務員につきましては、

平成２６年１月より５５歳を超える職員につきましては標準の勤務成績では昇給が

停止となっております。 

 千葉県では、５５歳を超える職員の昇給制度については、国に準じて平成２６年

度から原則として昇給停止とされておりましたが、当分の間の措置として標準の勤

務成績であっても１号級昇給出来ることとされております。本町でも現在は千葉県

と同様に標準の勤務成績であっても１号級昇給出来る制度となっております。 

 今回の改正は、千葉県において令和３年の千葉県人事委員会勧告によりまして、

令和５年４月より当該措置が廃止されることとなることを受けまして、本町におい

ても国・県に準じた昇給制度とすべく行うものでございます。 

 恐れ入りますが、参考資料４ページをご覧ください。 

 本改正によりまして、指定職給料表及び医療職給料表の（一）の適用を受ける職

員を除く５５歳を超える職員については、勤務成績が特に優秀である、または優秀

である場合に限り、規則に定める基準に従い昇給することといたしまして、国・県

に準じまして、標準の勤務成績では原則として昇給しないこととなります。 

 以上で説明を終わります。よろしくお願いいたします。 

議長（宮澤 健君） 

 提案理由の説明が終わりましたので、これから質疑を行います。 

 １０番、大網正敏君。 

１０番（大網正敏君） 

 では、ちょっとお伺いいたします。 

 勤務成績が特に優秀である、または優秀である限りということなんですけれども、

その基準はどのような基準で優秀か優秀でないかをお聞きします。それと、誰がそ

れを判断するのか。そこを教えてください。 

議長（宮澤 健君） 

 総務課長、堀江弘之君。 

総務課長（堀江弘之君） 

 この勤務成績の優秀か優秀でないかの判断につきましては、現在、本町で人事評

価制度というものを導入しておりまして、人事評価を実施しております。評価者は

一次評価者、二次評価者がございまして、各役職ごとに評価者が決まっております。
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一般職につきましては、一次評価者は、課長補佐クラスが一次評価者、二次評価者

は課長クラスとなっております。管理職につきましては、一次評価者、課長補佐ク

ラスの評価者が課長、二次評価者は副町長のような形で評価者が決まっております。

その年間の評価でＳＳ、Ｓ、Ａ、Ｂ、Ｃというような段階で評価をいたします。そ

れでＳＳ、Ｓと上位、特に優秀、優秀というのは、Ｓ評価以上となりますので、そ

の職員については昇給をいたします。その昇給数につきましては、別に定める規則

で決まっております。 

 ちなみに５５歳以下の職員については標準の成績で４号級アップということにな

っております。現在、この制度が始まるまでは５５歳以上は１号級ということにな

っております。 

 以上でございます。 

議長（宮澤 健君） 

 よろしいですか。 

 他にありますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

議長（宮澤 健君） 

 これで質疑を終わります。 

 お諮りします。 

 討論を省略して直ちに採決することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

議長（宮澤 健君） 

 ご異議なしと認めます。 

 これから、議案第１４号、一般職の職員の給与等に関する条例の一部を改正する

条例を制定することについてを採決します。 

 本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

議長（宮澤 健君） 

 ご異議なしと認めます。 

 従って、議案第１４号は原案のとおり可決されました。 

 日程第３、議案第１５号、東庄町附属機関設置条例の一部を改正する条例を制定
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することについてを議題とします。 

 職員に議案の朗読をさせます。 

（事 務 局 朗 読） 

議長（宮澤 健君） 

 本案について提案理由の説明を求めます。 

 町長、岩田利雄君。 

町長（岩田利雄君） 

 それでは、議案第１５号、東庄町附属機関設置条例の一部を改正する条例を制定

することについての提案理由を申し上げます。 

 本案は、スポーツ庁及び文化庁が示す「学校部活動及び新たな地域クラブ活動の

在り方等に関する総合的なガイドライン」に沿って検討する委員会を、町教育委員

会の附属機関として位置づけるために、東庄町附属機関設置条例について所要の改

正を行うものでございます。 

 なお、詳細につきましては担当課長より説明をいたさせます。ご審議の上、可決

くださいますよう、よろしくお願いを申し上げます。 

議長（宮澤 健君） 

 教育課長、宇ノ澤修君。 

教育課長（宇ノ澤修君） 

 議案第１５号、東庄町附属機関設置条例の一部を改正する条例を制定することに

ついての内容の説明を申し上げます。 

 本条例につきましては、地方自治法第１３８条の４第３項の規定により設置する

附属機関を定めたものであります。今回の改正につきましては、子供達にとって望

ましい部活動の環境の構築と学校における教職員の働き方改革の実現を図る観点か

ら、学校における部活動の地域移行に向けた課題を総合的に取り組む組織として「地

域部活動検討委員会」を教育委員会の附属機関に追加、設置するものであります。

地域部活動検討委員会は、令和５年４月１日に設置し、委員の数は１３人以内、任

期は２年とするものであります。 

 なお、学校部活動及び新たな地域クラブ活動の在り方等に関する総合的なガイド

ラインでは、令和５年度から令和７年度までの３年間を改革推進期間として地域連

携、地域移行に取り組みつつ、地域の実情に応じて可能な限り早期の実現を目指す
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となっており、そのための検討委員会の設置であります。 

 以上で説明を終わります。よろしくご審議をお願いいたします。 

議長（宮澤 健君） 

 提案理由の説明が終わりましたので、これから質疑を行います。 

 １３番、山崎ひろみ君。 

１３番（山崎ひろみ君） 

 この検討委員会なんですけれども、要綱はまだこれから作るのでしょうから、メ

ンバーは、今の状況ではまだ何も分からないということでしょうか。 

議長（宮澤 健君） 

 教育課長、宇ノ澤修君。 

教育課長（宇ノ澤修君） 

 ただいまの質問にお答えいたします。 

 設置要綱につきましては、既に教育委員会の方で策定済みであります。委員につ

きましては、地域の保護者の代表と、それから学校関係と知識経験者等を交えての

委員を選定する予定であります。 

 以上です。 

議長（宮澤 健君） 

 よろしいでしょうか。 

 他にありますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

議長（宮澤 健君） 

 これで質疑を終わります。 

 お諮りします。 

 討論を省略して直ちに採決することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

議長（宮澤 健君） 

 ご異議なしと認めます。 

 これから、議案第１５号、東庄町附属機関設置条例の一部を改正する条例を制定

することについてを採決します。 

 本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 
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（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

議長（宮澤 健君） 

 ご異議なしと認めます。 

 従って、議案第１５号は原案のとおり可決されました。 

 日程第４、議案第１６号、特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関

する条例の一部を改正する条例を制定することについてを議題とします。 

 職員に議案の朗読をさせます。 

（事 務 局 朗 読） 

議長（宮澤 健君） 

 本案について提案理由の説明を求めます。 

 町長、岩田利雄君。 

町長（岩田利雄君） 

 それでは、議案第１６号、特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関

する条例の一部を改正する条例を制定することについての提案理由を申し上げます。 

 本案は、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第４７条の５の規定により設

置する、東庄町立小中学校運営協議会の委員の報酬を定めるため、特別職の職員で

非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例について所要の改正を行うものでご

ざいます 

 なお、詳細につきましては担当課長より説明をいたさせます。ご審議の上、可決

くださいますよう、よろしくお願いを申し上げます。 

議長（宮澤 健君） 

 教育課長、宇ノ澤修君。 

教育課長（宇ノ澤修君） 

 議案第１６号、特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の

一部を改正する条例を制定することについての内容の説明を申し上げます。 

 本条例につきましては、特別職の職員で非常勤のものの受ける報酬及び費用弁償

の額並びにその支給方法を定めたものであります。 

 今回の改正につきましては、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第４７条

の５の規定に基づき東庄町教育委員会が令和５年４月１日に設置します「東庄町立

小中学校学校運営協議会」の委員へ報酬として日額５，０００円を支払うことを別
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表１に明記するものであります。 

 以上で説明を終わります。ご審議のほど、よろしくお願いいたします。 

議長（宮澤 健君） 

 提案理由の説明が終わりましたので、これから質疑を行います。 

 １０番、大網正敏君。 

１０番（大網正敏君） 

 今度新しく定めたということで、東庄町小中学校運営協議会ということは、コミ

ュニティースクールの関係なのでしょうか。お伺いします。 

議長（宮澤 健君） 

 教育課長、宇ノ澤修君。 

教育課長（宇ノ澤修君） 

 ただいまのご質問でありますが、この学校運営協議会を設置した学校のことをコ

ミュニティースクールと呼ぶものであります。 

 以上です。 

議長（宮澤 健君） 

 他にありますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

議長（宮澤 健君） 

 これで質疑を終わります。 

 お諮りします。 

 討論を省略して直ちに採決することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

議長（宮澤 健君） 

 ご異議なしと認めます。 

 これから、議案第１６号、特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関

する条例の一部を改正する条例を制定することについてを採決します。 

 本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

議長（宮澤 健君） 

 ご異議なしと認めます。 
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 従って、議案第１６号は原案のとおり可決されました。 

 日程第５、議案第１７号、東庄町文化財の保護に関する条例の一部を改正する条

例を制定することについてを議題とします。 

 職員に議案の朗読をさせます。 

（事 務 局 朗 読） 

議長（宮澤 健君） 

 本案について提案理由の説明を求めます。 

 町長、岩田利雄君。 

町長（岩田利雄君） 

 それでは、議案第１７号、東庄町文化財の保護に関する条例の一部を改正する条

例を制定することについての提案理由を申し上げます。 

 本案は、文化財の保存及び活用に関し審議するために設置されている町文化財審

議会の委員数を増員するにあたり東庄町文化財の保護に関する条例について所要の

改正を行うものでございます。 

 なお、詳細につきましては、担当課長より説明をいたさせます。ご審議の上、可

決くださいますよう、よろしくお願いを申し上げます。 

議長（宮澤 健君） 

 生涯学習担当課長、郡伸明君。 

生涯学習担当課長（郡 伸明君） 

 では、議案第１７号、東庄町文化財の保護に関する条例の一部を改正する条例を

制定することについての内容のご説明を申し上げます。 

 本条例は、国・県の指定を受けた文化財以外の文化財のうち重要なものについて

保存及び活用のために必要な事項を定めたものであります。 

 今回の改正につきましては、本条例に基づき設置されている東庄町文化財審議会

について委員の数を規定の８人以内から１０人以内とするものです。 

 現在、町内の学識経験者８名の方に委員を委嘱していますが、外部から専門的な

知識を有する方を加え、文化財の保護や活用、審議をより充実したものとしたく委

員の数を増やすものであります。 

 参考資料の７ページ、新旧対照表をご覧ください。 

 改正箇所は第２５条の審議会の委員を８人以内から１０人以内にするものであり
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ます 

 以上で説明を終わります。よろしくご審議をお願いいたします。 

議長（宮澤 健君） 

 提案理由の説明が終わりましたので、これから質疑を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

議長（宮澤 健君） 

 これで質疑を終わります。 

 お諮りします。 

 討論を省略して直ちに採決することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

議長（宮澤 健君） 

 ご異議なしと認めます。 

 これから、議案第１７号、東庄町文化財の保護に関する条例の一部を改正する条

例を制定することについてを採決します。 

 本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

議長（宮澤 健君） 

 ご異議なしと認めます。 

 従って、議案第１７号は原案のとおり可決されました。 

 日程第６、議案第１８号、東庄町国民健康保険条例の一部を改正する条例を制定

することについてを議題とします。 

 職員に議案の朗読をさせます。 

（事 務 局 朗 読） 

議長（宮澤 健君） 

 本案について提案理由の説明を求めます。 

 町長、岩田利雄君。 

町長（岩田利雄君） 

 それでは、議案第１８号、東庄町国民健康保険条例の一部を改正する条例を制定

することについての提案理由を申し上げます。 

 健康保険法施行令の一部を改正する政令が本年２月１日に公布されたことに伴い、
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出産育児一時金の支給に関して所要の改正を行うものでございます。 

 なお、詳細につきましては担当課長より説明をいたさせます。ご審議の上、可決

くださいますよう、よろしくお願いを申し上げます。 

議長（宮澤 健君） 

 町民課長、香取康成君。 

町民課長（香取康成君） 

 では、議案第１８号、東庄町国民健康保険条例の一部を改正する条例につきまし

て内容をご説明いたします。 

 議案書の２２ページをご覧ください。 

 健康保険法施行令等の一部を改正する政令が２月１日に公布され、本年４月１日

に施行されます。この改正では、出産育児一時金の支給額を現行の４０万８，００

０円から４８万８，０００円に引き上げることが規定されております。これを受け

まして、本町国民健康保険の被保険者に対する出産育児一時金の支給額について同

様に支給額の引上げを行うものでございます。併せて国が示す国民健康保険条例参

考例に従い本町条例の文言を整理する改正を行います。 

 それでは、改正内容と補足事項について説明をいたしますので、参考資料の８ペ

ージ、新旧対照表をお願いいたします。 

 まず、改正内容をご説明いたします。 

 第１条については、国の条例参考例に基づく文言の整理でございます。 

 次に、第２条ですけれども、国民健康保険行政における町の諮問機関である東庄

町国民健康保険事業の運営に関する協議会の名称を東庄町国民健康保険運営協議会

に改める規定でございます。 

 続いて、第７条第１項に規定する出産育児一時金につきまして、右にあります現

行の４０万８，０００円から、左の改正案のとおり４８万８，０００円に支給額を

８万円引き上げるものでございます。 

 次に、補足説明になりますけれども、ただいまご説明しました出産育児一時金に

つきましては、第７条第１項ただし書に、必要に応じて３万円を上限として加算す

る規定がございます。この加算ですけれども、東庄町国民健康保険条例施行規則の

第１９条に１万２，０００円ということで規定しております。これは産科医療補償

制度の掛金の額となっております。 
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 これら条例に定める出産育児一時金と、今補足しました施行規則に定める加算額

の支給総額につきましては、現行が４２万円ですけれども、改正によりまして５０

万円となります。 

 なお、関係法令の改正施行により、全ての健康保険において出産育児一時金が一

律５０万円となる見込みです。 

 続いて、附則についてご説明いたしますので、申し訳ありませんが議案書の２２

ページへお戻りいただきたいと思います。 

 この条例は、令和５年４月１日から施行いたします。なお、経過措置としまして、

この条例の施行前、令和５年３月３１日までの出産にかかる支給については、改正

前の額を適用いたします。 

 以上で説明を終わります。よろしくご審議をお願いいたします。 

 提案理由の説明が終わりましたので、これから質疑を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

議長（宮澤 健君） 

 これで質疑を終わります。 

 お諮りします。 

 討論を省略して直ちに採決することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

議長（宮澤 健君） 

 ご異議なしと認めます。 

 これから議案第１８号、東庄町国民健康保険条例の一部を改正する条例を制定す

ることについてを採決します。 

 本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

議長（宮澤 健君） 

 ご異議なしと認めます。 

 従って、議案第１８号は原案のとおり可決されました。 

 ここで暫時休憩といたします。再開は午前１１時からとします。 

（午前１０時４７分 休憩） 

（午前１１時００分 再開） 
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議長（宮澤 健君） 

 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

 日程第７、議案第１９号、令和４年度東庄町一般会計補正予算（第９号）から日

程第１１、議案第２３号、令和４年度東庄町国民健康保険東庄病院事業会計補正予

算（第３号）まで、以上５案を一括議題とします。 

 職員に議案の朗読をさせます。 

（事 務 局 朗 読） 

議長（宮澤 健君） 

 本案について提案理由の説明を求めます。 

 町長、岩田利雄君。 

町長（岩田利雄君） 

 それでは、ただいま一括議題となりました議案第１９号から議案第２３号につき

まして提案理由を申し上げます。 

 初めに、議案第１９号、令和４年度東庄町一般会計補正予算（第９号）の提案理

由を申し上げます。 

 既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ３，６５６万１，０００円を追加

し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ６７億６，３８６万２，０００円とす

るものでございます。 

 また、第２条、繰越明許費で翌年度に繰り越して使用することが出来る経費を定

めております。 

 次に、第３条、地方債の補正で、地方債について変更及び廃止をしております。 

 歳出の主な補正内容でございますが、まず総務関係では電気自動車の購入につい

て新規で予算計上をしております。次に、民生関係では、保育事業委託料について

増額補正をしております。次に、衛生関係では、東庄病院への負担金を増額補正し

ております。次に、農林水産関係では、土地改良区への交付金を増額補正しており

ます。その他、共済費について不足分を補正しております。 

 歳入につきましては、普通交付税、国・県補助金の増額補正、地方債の減額補正

をし、歳入が歳出に不足する分については繰越金を補正しております。 

 続きまして、議案第２０号、令和４年度東庄町国民健康保険特別会計補正予算（第

３号）について提案理由を申し上げます。 
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 既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ３４万４，０００円を追加し、歳

入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１７億８，６８１万５，０００円とするもの

でございます。この補正につきましては、人件費不足分の増額を盛り込むものでご

ざいます。 

 続きまして、議案第２１号、令和４年度東庄町訪問看護ステーション特別会計補

正予算（第３号）について提案理由を申し上げます。 

 既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ２２万４，０００円を追加いたし

まして、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ２，３３８万３，０００円とする

ものでございます。 

 内容につきましては、歳出において時間外勤務手当の増額補正をするものでござ

います。財源といたしましては、一般会計繰入金をもって充てるものでございます。 

 続きまして、議案第２２号、令和４年度東庄町介護保険特別会計補正予算（第３

号）について提案理由を申し上げます。 

 既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１６万６，０００円を追加いたし

まして、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１５億８，２１９万４，０００円

とするものでございます。 

 主な補正の内容でございますが、歳出で共済費の増額補正をするものでございま

す。財源といたしましては、一般会計繰入金をもって充てるものでございます。 

 最後に、議案第２３号、令和４年度東庄町国民健康保険東庄病院事業会計補正予

算（第３号）について提案理由を申し上げます。 

 初めに、予算第３条に定めた収益的収入の補正でございます。病院事業収益の医

業外収益に１，０００万円を追加し、病院事業収益の総額を１０億９，９５６万９，

０００円にするものであります。 

 内容につきましては、電気料金等が高騰し、東庄病院の経営に影響が出ているこ

とから、安定的な医療の提供が継続的に出来るよう支援金として増額補正をするも

のでございます。 

 以上、議案第１９号から議案第２３号までの提案理由を申し上げました。 

 詳細につきましては、担当課長、事務長より説明をいたさせます。ご審議の上、

可決くださいますよう、よろしくお願いを申し上げます。 

議長（宮澤 健君） 
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 企画財政担当課長、加瀬博子君。 

企画財政担当課長（加瀬博子君） 

 それでは、議案第１９号、令和４年度東庄町一般会計補正予算（第９号）の内容

について説明させていただきます。 

 初めに、歳出予算から申し上げます。議案書の３２ページをお願いいたします。 

 町長の提案理由にもありましたが、共済費の補正を関係科目でしております。 

 １款の議会費をはじめとする各款において、４節・共済費、合計で４０５万２，

０００円を増額補正しております。これは９月に可決いただきました補正予算の共

済費の計算過程におきまして誤りがあり、減額したため、不足分を計上しているも

のとなります。 

 また、２款・総務費、１項１目３節・期末手当１１万２，０００円は、育児休業

にかかる休業期間の計算誤りによる期末手当の不足分を、７款・土木費、１項１目

２節・職員給の２５万２，０００円におきましても、職員給与の計算過程に誤りが

あり減額したため、不足分を計上しているものとなっております。今後、こういっ

たことがないよう、細心の注意を払い、事務を行います。 

 なお、以降は共済費以外の補正内容について説明させていただきます。また、歳

出額には変更がなく、財源の変更のみの財源振替が地方債の減額補正の関係で５件、

県の給食費無償化事業補助金で２件ございますので、ご了承願います。 

 続きまして、２款・総務費、１項・総務管理費、１目・一般管理費の３節・時間

外勤務手当１５万円。総務管理費にかかる時間外勤務手当の不足分の増額補正とな

ります。４目・財産管理費の１７節・自動車購入費４２３万７，０００円。町長の

提案理由にもありました電気自動車の購入となります。かねてより町では電気自動

車の購入を検討してまいりましたが、コロナ禍での半導体不足から始まった自動車

の供給不足により電気自動車の納入の目途が立っておりませんでした。しかしなが

ら、電気自動車が年度内に納入の見込みがついたこと、令和４年度の国の補助金の

補正予算が成立したことから、新規で予算計上したものとなります。 

 続きまして、３款・民生費、１項・社会福祉費、１目・社会福祉総務費の２７節・

繰出金合計７３万４，０００円。国民健康保険特別会計、訪問看護ステーション特

別会計、介護保険特別会計に対する繰出金の増額補正ですが、先程申し上げました

共済費の増額補正と時間外勤務手当に対するものとなります。 
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 ３３ページをお願いいたします。 

 ２項・児童福祉費、２目・児童措置費の１２節・保育事業委託料１，３６４万９，

０００円。園児数が当初予算の見込みより増加したことや、処遇改善臨時特例分の

１０月以降の支給が決定したこと、公定価格の改定による増額補正となります。こ

ちらの財源は、国２分の１、県４分の１となっております。 

 同目２２節・国庫負担金返還金２２万８，０００円及び県費負担金返還金１１万

４，０００円。子育てのための施設等利用給付費交付金の前年度精算分となります。 

 ４目・児童福祉施設費の１２節・放課後児童健全育成事業委託料３７万円。新型

コロナウイルス感染症等で業務量が増加している放課後児童支援員について、処遇

改善を目的とした事業となります。こちらの財源は、国３分の１、県３分の１とな

っております。 

 同目２２節・子育て支援交付金返還金５２万円。子育て支援交付金の前年度精算

分となります。 

 ３４ページをお願いいたします。 

 続きまして、４款・衛生費、１項５目・保健衛生費、病院費の１８節・病院事業

会計負担金１，０００万円。東庄病院に対し電気料金の高騰に対する負担金として

増額するものとなります。 

 続きまして、５款・農林水産業費、１項・農業費、５目・農地費の１８節・土地

改良施設維持管理改修事業補助金１８６万３，０００円。桁沼土地改良区に対する

補助金ですが、施設維持管理補修工事の追加要望により増額補正となります。 

 同節・環境保全型農業対策事業交付金７万円、環境保全型農業への取組面積の増

加による増額補正となります。こちらの財源は、４分の３が県補助金となっており

ます。 

 続きまして、７款・土木費、１項１目・土木管理費、土木総務費、３５ページを

お願いします。３節・時間外勤務手当２１万円。用地交渉や路面凍結の対応による

時間外勤務手当の増額補正となります。 

 以降の歳出は、共済費及び財源振替となっております。 

 次に、歳入について申し上げます。お手数ですが、議案書の３１ページをお願い

いたします。 

 １１款・地方交付税、１項１目１節・普通交付税２億３３９万７，０００円。普
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通交付税の本算定及び追加交付があったことから、増額補正をするものです。本算

定で１億３，２１５万７，０００円の増、追加交付で７，１２４万円の増となって

おります。 

 続きまして、１５款・国庫支出金、１項１目２節・子どものための教育・保育給

付費国庫負担金６８２万４，０００円及び三つ下にあります１６款・県支出金、１

項２目２節・子供のための教育・保育給付費県負担金３４１万２，０００円。この

２件は、歳出の民生費で申し上げました保育事業委託料に対する国・県の補助金で

す。 

 二つ戻りまして、１５款・国庫支出金、２項・国庫補助金、１目５節・クリーン

エネルギー自動車導入促進補助金７８万６，０００円。歳出補正の総務費で申し上

げました自動車購入費に対する国の補助金です。 

 次に、２目２節・子ども子育て支援交付金１８万５，０００円及び二つ下にあり

ます１６款・県支出金、２項２目５節・子ども子育て支援補助金１８万５，０００

円。この２件は、歳出補正の民生費で申し上げました放課後児童支援等臨時特例交

付金に対する国・県の補助金です。 

 ４目５節・環境保全型農業対策事業交付金５万３，０００円。歳出補正の農林水

産業費で申し上げました同名事業への県負担分となります。 

 ６目１節・給食費無償化事業補助金６６万５，０００円。千葉県による第３子以

降の学校給食費無償化支援事業が令和５年１月より実施され、補助率は２分の１と

なっております。対象児童生徒は、小学校６７名、中学校３０名となり、歳出予算

の小学校費、中学校費で財源振替を行っております。 

 一つ飛ばしまして、２２款・町債、１項・町債、１目１節・臨時財政対策債マイ

ナス１億円。交付税の増額があったことから、後年への公債費負担の軽減を図るた

め、今年度は借入れを行わないことといたしました。 

 ２目１節・過疎対策事業債ソフト分マイナス１，６２０万円及びハード分マイナ

ス９，３９０万円。ソフト分につきましては、国の全体枠の配分から、配当額が示

されましたので、減額補正となります。こちらは歳出予算の小学校費、中学校費で

財源振替を行っております。 

 なお、ソフト分の東庄町の配分は４，３８０万円となっております。 

 また、ハード分につきましては、入札減などによる事業費の減額で発行額が減少
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しております。こちらは歳出予算の防災対策費、老人福祉費、農地費、道路新設改

良費、非常備消防費、中学校費の学校管理費、幼稚園費、体育施設費で財源振替を

しております。 

 最後に、歳入が歳出に不足する３，１１５万４，０００円につきまして、２０款・

繰越金の前年度繰越金を補正するものです。 

 続いて、第２条の繰越明許費ですが、地方自治法第２１３条第１項の規定に基づ

き、翌年度に繰り越して使用することが出来る経費を定めるものであります。 

 ２７ページの第２表をお願いいたします。 

 ４件ございまして、まず４款・衛生費、１項・保健衛生費の新型コロナウイルス

ワクチン接種事業３，５９１万５，０００円。ワクチン接種の精算事務などによる

繰越しとなります。 

 ５款・農林水産業費、１項・農業費の農道整備事業６５４万５，０００円、用地

買収等に時間を要したことによる繰越しとなります。 

 次に、７款・土木費、２項・道路橋梁費の道路維持工事３，９２２万１，０００

円。こちらは５路線ありまして、突発的に発生した補修工事や関係機関との協議に

日数を要したことによる繰越しとなります。 

 次に、同項の道路改良工事６，２１０万円。こちらは道路改良工事とそれに伴う

測量費などで、４路線ありまして、用地買収や地下埋設物の調査に時間を要したこ

とによる繰越しとなります。 

 続いて、第３条の地方債の補正です。２８ページの第３表をお願いいたします。 

 歳入補正で申し上げました地方債の減額分について、変更及び廃止をしておりま

す。１の変更ですが、過疎対策事業債ソフト分について６，０００万円から１，６

２０万円減額して４，３８０万円としております。 

 次に、過疎対策事業債ハード分は、４億５，６６０万円から９，３９０万円減額

し、３億６，２７０万円としております。 

 続いて、２の廃止ですが、臨時財政対策債１億円について廃止をしております。 

 以上で一般会計補正予算（第９号）の説明を終わらせていただきます。ご審議の

上、可決くださいますようお願い申し上げます。 

議長（宮澤 健君） 

 町民課長、香取康成君。 
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町民課長（香取康成君） 

 それでは、議案第２０号、令和４年度東庄町国民健康保険特別会計補正予算（第

３号）につきまして内容の説明を申し上げます。 

 恐れ入りますが、議案書の４４ページをご覧ください。 

 初めに、歳出でございます。 

 １款１項１目・一般管理費、３節・職員手当等１０万円は、時間外勤務手当の不

足分を増額補正するものでございます。 

 ４節・共済費１０万１，０００円並びに５款３項１目・保健指導事業費の３節・

職員手当等１０万円及び４節・共済費４万３，０００円は、一般会計と同様、積算

誤りによる不足分を増額補正するものでございます。 

 続きまして、歳入でございます。議案書の４３ページをお願いいたします。 

 ７款１項１目３節・職員給与費等繰入金３４万４，０００円は、歳出における人

件費の増額に連動して一般会計からの法定内繰入金を増額するものでございます。 

 以上で説明を終わります。よろしくご審議をお願いいたします。 

議長（宮澤 健君） 

 健康福祉課長、布施光規君。 

健康福祉課長（布施光規君） 

 それでは、議案第２１号、令和４年度東庄町訪問看護ステーション特別会計補正

予算（第３号）について内容のご説明を申し上げます。 

 議案書の５１ページをお願いいたします。 

 歳出よりご説明申し上げます。 

 １款・事業費２２万４，０００円の増額補正のうち１項１目・一般管理費の３節・

時間外勤務手当１２万９，０００円は、不足分を増額補正するものとなります。 

 同じく４節・市町村職員共済組合負担金９万５，０００円の増額補正は、一般会

計補正予算と同じく計算過程に誤りがあったため不足分を計上しているものとなり

ます。 

 以上の結果、歳出補正額は２２万４，０００円の増額。歳出合計で２，３３８万

３，０００円となります。 

 続きまして、歳入についてご説明申し上げます。 

 ５０ページをお願いいたします。 
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 ２款・繰入金２２万４，０００円の増額については、歳出補正で計上した時間外

勤務手当等について一般会計繰入金を増額するものでございます。 

 以上の結果、歳入補正額は２２万４，０００円の増額。歳入合計で２，３３８万

３，０００円となります。 

 以上で令和４年度東庄町訪問看護ステーション特別会計補正予算（第３号）の説

明を終わります。 

 続いて、議案第２２号、令和４年度東庄町介護保険特別会計補正予算（第３号）

について内容のご説明を申し上げます。 

 議案書の５８ページをお願いいたします。 

 歳出よりご説明申し上げます。 

 １款・総務費、１項１目４節・共済費、増額補正１２万２，０００円と３款・地

域支援事業費、３項１目４節・共済費の増額補正４万４，０００円は、共に市町村

共済組合負担金の増額補正で一般会計補正予算と同じく計算過程に誤りがあったの

で、不足分を計上しているものとなります。 

 以上の結果、歳出補正額は１６万６，０００円の増額、歳出合計で１５億８，２

１９万４，０００円となります。 

 続きまして、歳入についてご説明申し上げます。 

 ５７ページをお願いいたします。 

 ７款・繰入金１６万６，０００円の増額補正は、歳出補正で計上した共済費につ

いて一般会計繰入金を増額するものとなります。 

 以上の結果、歳入補正額は１６万６，０００円の増額、歳入合計で１５億８，２

１９万４，０００円となります。 

 以上で令和４年度東庄町介護保険特別会計補正予算（第３号）の説明を終わりま

す。よろしくご審議のほどお願いいたします。 

議長（宮澤 健君） 

 病院事務長、渡辺佳則君。 

病院事務長（渡辺佳則君） 

 それでは、議案第２３号、令和４年度東庄町国民健康保険東庄病院事業会計補正

予算（第３号）について内容をご説明申し上げます。 

 議案書の６４ページをお願いいたします。 
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 令和４年度東庄町国民健康保険東庄病院事業会計補正予算実施計画内訳書でござ

います。 

 収益的収入及び支出のうち収入で１款・病院事業収益、２項・医業外収益、３目・

負担金交付金、１節・一般会計負担金に１，０００万円を追加し、病院事業収益総

額を１０億９，９５６万９，０００円とするものであります。 

 この補正につきましては、電気料金等が高騰し、東庄病院の経営に影響が出てい

ることから、東庄病院に支援金として一般会計からの負担金であります。 

 この支援金は、安心と安全を確保し、安定的な医療が継続的に提供出来るよう、

費用に充てるものでございます。 

 以上で病院事業会計補正予算の説明を終わらせていただきます。よろしくご審議

のほどお願いいたします。 

議長（宮澤 健君） 

 提案理由の説明が終わりましたので、これから質疑を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

議長（宮澤 健君） 

 これで質疑を終わります。 

 お諮りします。 

 討論を省略して直ちに採決することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

議長（宮澤 健君） 

 ご異議なしと認めます。 

 これから採決を行います。採決は１件ごとに行います。 

 初めに、議案第１９号、令和４年度東庄町一般会計補正予算（第９号）を採決し

ます。 

 本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

議長（宮澤 健君） 

 ご異議なしと認めます。 

 従って、議案第１９号は原案のとおり可決されました。 

 次に、議案第２０号、令和４年度東庄町国民健康保険特別会計補正予算（第３号）
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を採決します。 

 本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

議長（宮澤 健君） 

 ご異議なしと認めます。 

 従って、議案第２０号は原案のとおり可決されました。 

 次に、議案第２１号、令和４年度東庄町訪問看護ステーション特別会計補正予算

（第３号）を採決します。 

 本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

議長（宮澤 健君） 

 ご異議なしと認めます。 

 従って、議案第２１号は原案のとおり可決されました。 

 次に、議案第２２号、令和４年度東庄町介護保険特別会計補正予算（第３号）を

採決します。 

 本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

議長（宮澤 健君） 

 ご異議なしと認めます。 

 従って、議案第２２号は原案のとおり可決されました。 

 次に、議案第２３号、令和４年度東庄町国民健康保険東庄病院事業会計補正予算

（第３号）を採決します。 

 本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

議長（宮澤 健君） 

 ご異議なしと認めます。 

 従って、議案第２３号は原案のとおり可決されました。 

 ここで暫時休憩とします。再開は午後１時とします。 

（午前１１時３９分 休憩） 

（午後 １時００分 再開） 
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議長（宮澤 健君） 

 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

 日程第１２、議案第３号、令和５年度東庄町一般会計予算から日程第１９、議案

第１０号、令和５年度東庄町国民健康保険東庄病院事業会計予算まで、以上８案を

一括議題とします。 

 職員に議案の朗読をさせます。 

（事 務 局 朗 読） 

議長（宮澤 健君） 

 本案について提案理由の説明を求めます。 

 町長、岩田利雄君。 

町長（岩田利雄君） 

 それでは、令和５年度の東庄町一般会計及び特別会計並びに企業会計、合わせて

８会計の予算をご審議いただくにあたりまして、予算の編成方針を申し上げます。 

 まず初めに、我が国の経済情勢についてですが、令和５年１月の内閣府月例経済

報告によると、「景気は、このところ一部に弱さが見られるものの穏やかに持ち直

している」とされております。 

 続いて、国の令和５年度予算のポイントですが、「歴史の転換期を前に我が国が

直面する内外の重要課題に対し、道筋をつけ、未来を切り開くための予算」として

編成されております。政府案における一般会計の予算規模は１１４兆３，８１２億

円、前年度と比べ６兆７，８４８億円、６．３％の増となっております。歳入のう

ち税収は前年度と比べ６．４％増の６９兆４，４００億円、公債金は前年度と比べ

３．５％減の３５兆６，２３０億円となり、税収の増加により公債依存度が低くな

っております。 

 また、「令和５年度の経済見通しと経済財政運営の基本的態度」においては、令

和５年度の国内総生産は５７１兆９，０００億円、名目成長率は２．１％、実質成

長率は１．５％と見込まれておりますが、海外景気の下振れが我が国の景気を下押

しするリスク、物価上昇や供給面での制約、金融資本市場の変動等の影響に十分注

意する必要があるとされております。このような状況の中で、当町の当初予算編成

ですが、大枠として平成２９年度に策定をいたしました第６次東庄町総合計画に基

づき、事業を積極的に展開してまいります。細部の予算編成にあたっては経費節減
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を行い、健全な財政運営に努めてまいりますが、予算成立後においても新型コロナ

ウイルス感染症による地域経済や住民生活への影響を十分注視し、臨機応変に対応

したいと考えておりますので、よろしくお願いを申し上げます。 

 それでは、令和５年度東庄町一般会計予算の内容について申し上げます。 

 一般会計予算の総額は６６億７，７００万円となり、前年度当初予算と比べます

と約９億２，９００万円、率では１６．２％の増となりました。 

 続いて、主な事業について申し上げます。 

 総務関係では、地域活性化起業人、地域おこし協力隊について増員して採用出来

るよう計上しております。これにより民間企業など、外部と協力しながらまちづく

りを行ってまいります。 

 また、令和４年度より開始をいたしましたデマンドタクシー実証運行経費や令和

５年度から令和６年度にかけて公共交通計画を東庄町公共交通会議が策定するため、

その負担金を計上するとともに、債務負担行為を設定しております。 

 次に、民生関係では、子育て支援として、出産祝金、小学校・中学校入学祝金を

引き続き計上しております。 

 また、環境関係では、太陽光発電システムなど、脱炭素化のための住宅用設備等

設置補助金や合併処理浄化槽設置補助金について引き続き措置しております。 

 次に、衛生関係では、高校生の年齢までの医療費の無料化、特定不妊治療費の助

成、各種予防接種費用の助成を引き続き計上しておりますが、新たに帯状疱疹ワク

チンの予防接種の助成を実施することとしております。 

 次に、農林業関係では、新規需要米等補助金やＣＳＦワクチン助成など農業への

助成を引き続き計上しております。 

 次に、道路整備関係ですが、「安全安心なまちづくり事業」として、利便性の向

上や安全な通行の確保のため、引き続き改良舗装事業を実施いたします。 

 次に、教育関係ですが、中学校の大規模改修工事や宮野台運動公園野球場照明の

ＬＥＤ化工事を実施します。 

 以上、主な事業について申し上げました。 

 また、歳入につきましては、国・県補助金、過疎対策事業債などの財政措置が大

きいものを有効に活用してまいります。 

 続きまして、議案第４号、令和５年度東庄町国民健康保険特別会計予算について
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提案理由を申し上げます。 

 歳入歳出の総額はそれぞれ１７億５，０２３万３，０００円で、前年比５，２５

１万８，０００円、３．１％の増額予算となります。増額の主な要因ですが、保険

給付費の増額であります。 

 続きまして、議案第５号、令和５年度東庄町後期高齢者医療特別会計予算につい

て提案理由を申し上げます。 

 歳入歳出予算の総額は歳入歳出それぞれ２億１８７万６，０００円で、前年度比

３６０万６，０００円、１．８％の増額予算となります。増額の主な要因ですが、

被保険者数の増加等に伴う後期高齢者医療広域連合への納付金の増額であります。 

 続きまして、議案第６号、令和５年度東庄町食肉センター特別会計予算について

説明を申し上げます。 

 食肉センターの収入の基本となります、と畜頭数は、前年度よりも２，０００頭

増加の９万７，０００頭を見込み、歳入総額で１億３，７７１万７，０００円とな

っております。 

 一方、歳出では、施設指定管理者である東庄町食肉センター事業協同組合に支払

う業務管理委託料として９，３９９万６，０００円、財政調整基金への積立として

１，８００万６，０００円、一般会計の繰出金として１，０００万円を計上し、歳

出総額も１億３，７７１万７，０００円とするものでございます。 

 続きまして、議案第７号、令和５年度東庄町訪問看護ステーション特別会計予算

について提案理由を申し上げます。 

 歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ２，６３７万３，０００円と定めるもの

でございます。前年度と比較しますと３２１万９，０００円、１３．９％の増と見

込んでおります。増額の主な要因でございますが、人件費の増によるものでござい

ます。 

 続きまして、議案第８号、令和５年度東庄町介護保険特別会計予算について提案

理由を申し上げます。 

 令和５年度は、第８期東庄町介護保険事業計画３ヶ年の３年度目にあたります。

歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１５億４，８３６万円と定めるものでござ

います。前年度と比較しますと２，７１０万２，０００円、１．８％の増と見込ん

でおります。増額の主たる要因は、保険給付費の増によるものでございます。 
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 続きまして、議案第９号、令和５年度東庄町水道事業会計予算について提案理由

を申し上げます。 

 初めに、業務の予定量といたしまして、４年度給水戸数４，０２８戸、年間総給

水量を１５８万５，８１８立方メートルと見込み、予算編成をいたしました。収益

的収入及び支出予算の収入では４億６，５４３万９，０００円で、前年度比１１０

万円の増、支出では４億２，５４３万３，０００円で、前年度比２，８２５万円１，

０００円の増となり、４，０００万６，０００円の黒字編成となっております。 

 次に、資本的収入及び支出予算の収入はなく、前年度と比較すると皆減、支出で

は１億９，７４８万１，０００円で、前年度と比較し４，９９５万２，０００円の

増額となっております。 

 なお、支出に対して収入が不足する額につきましては、内部留保資金等で補填す

ることになっております。 

 最後に、議案第１０号、令和５年度東庄町国民健康保険東庄病院事業会計予算に

ついて提案理由を申し上げます。 

 業務の予定量は年間患者数、入院１万７，９３４人、外来２万８，０９５人を見

込み、予算編成をしております。 

 収益的収支では、収入が１１億１，６３０万２，０００円で、前年度比１，４５

３万１，０００円の減、支出が１１億１，４０３万５，０００円で、前年度比１，

３６１万８，０００円の減となり、２２６万７，０００円の黒字の編成となってお

ります。 

 資本的収支につきましては、収入が１億３，３１６万８，０００円で、前年度比

９，５１６万６，０００円の増、支出が１億８，６２１万７，０００円で、前年度

比２，８９０万１，０００円の増となっています。 

 なお、支出に対して収入が不足する額につきましては、当年度分消費税及び地方

消費税、資本的収支調整額と過年度分損益勘定留保資金をもって補填することにな

っております。 

 以上、８会計の新年度予算につきまして、概要を申し上げました。 

 詳細につきましては、担当課長及び事務長より説明をいたさせます。ご審議の上、

可決くださいますよう、よろしくお願いを申し上げます。 

議長（宮澤 健君） 
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 企画財政担当課長、加瀬博子君。 

企画財政担当課長（加瀬博子君） 

 議案第３号、令和５年度東庄町一般会計予算について内容の説明を申し上げます。 

 なお、細部につきましては、この後、予算決算常任委員会ヘ付託される予定と聞

いておりますので、私からは概要のみを申し上げますので、あらかじめご了承をい

ただきたいと思います。 

 それでは、お手元の予算参考資料によりご説明申し上げますので、資料の１ペー

ジをお願いいたします。 

 令和５年度の歳入予算につきまして、款ごとに令和４年度と比較し、その構成比

を示したものでございます。 

 歳入で大きく増加したものが、１１款・地方交付税、１９款・繰入金、２２款・

町債です。 

 地方交付税は、前年度比で 1億３，０００万円、６．４％の増額で２１億６，０

００万円としております。普通交付税、特別交付税、共に増額を見込んでおります。

繰入金は、前年度比で１億７，９３２万１，０００円の増で、１億９，８２３万４，

０００円としております。町債は、前年度比で４億２，１００万円、６９．７％の

増額で、１０億２，５００万円となっております。過疎対策事業債の増によるもの

で、これは中学校大規模改修工事によるものです。 

 続きまして、歳出予算について概略を申し上げますので、２ページをお願いいた

します。 

 増減の大きなものについてのみ申し上げます。 

 まず、２款・総務費ですが、３，２０６万６，０００円、４．０％減の７億７，

０７４万円となっております。令和４年度にあった防災行政無線操作卓更新工事、

庁内サーバー更改工事などが終了したことによる減額となっております。 

 次に、３款・民生費ですが、２，１９０万４，０００円、１．３％増の１７億８

９１万１，０００円となっております。新規となります地域介護福祉空間整備等施

設整備交付金や増額となった国民健康保険特別会計繰出金の影響によるものとなり

ます。 

 次に、４款・衛生費ですが、１億６，６４８万５，０００円、２０．８％増の９

億６，８５９万７，０００円となっております。東庄病院への繰出金や、香取広域
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市町村圏事務組合への負担金が増えたことによる増額となっております。 

 次に、７款・土木費ですが、６，３５４万５，０００円、１３．０％増の５億５，

０５６万１，０００円となっております。高架橋撤去工事などによる増額となって

おります。 

 次に、９款・教育費ですが、６億６，１８５万円、８４．２％増の１４億４，８

２５万３，０００円となっております。中学校大規模改修工事が増額の主な要因と

なります。 

 増減の大きなものは以上となりますが、右側の円グラフは目的別歳出予算の款ご

との構成比を表したものでございます。後ほどご参照いただければと思います。 

 次の３ページにつきましては、歳出予算について、性質別ごとに表したものでご

ざいます。最も金額の大きいものは消費的経費の補助費等の１４億１，０８６万９，

０００円で、構成比は２１．１％となっております。 

 次に金額が大きいものが、投資的経費の普通建設事業の１１億４，６１２万６，

０００円で、構成比は１７．２％となっております。 

 以上、性質別歳出予算の主立ったものを申し上げました。 

 次の４ページ、５ページにつきましては、ただいま申し上げました歳出予算につ

いて、４ページで節別、そして５ページでは性質別の歳出予算を款ごとに表にして

ございますので、後ほどご参照いただければと思います。 

 それでは、６ページをお願いします。 

 ここでは町全体の予算規模についてご説明いたします。 

 左の表では、一般会計をはじめ、全８会計の予算につきまして、前年度予算と比

較して増減額並びに増減率を記載してございます。 

 ８会計の総額は１２２億６，４７２万５，０００円となりまして、前年度と比較

しますと１１億１，６２０万４，０００円、１０．０％の増となっております。 

 また、右の表は、一般会計から特別会計や企業会計への繰出金を表にしたもので

す。７会計のうち６会計に繰出しを行っており、総額は８億１，０３３万１，００

０円となり、前年度と比較しますと９，９９８万５，０００円、１４．１％の増と

なっております。 

 次に、７ページの表は、一般会計における一部事務組合などに対する負担の現状

を前年度と比較して表したものでございます。総額は６億６，０５６万７，０００
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円で、７，８２９万１，０００円、１３．４％の増となっております。 

 また、８ページ、９ページにかけましては、一部事務組合の令和４年度事業概要

となっております。 

 次に、１０ページから１４ページまでは令和５年度予算に盛り込んだ課ごとの主

要な事業についての一覧となっておりますので、予算書と併せてご参照いただきた

いと思います。 

 これで参考資料を終わらせていただきます。 

 次に、予算書の 1 ページをお願いいたします。 

 ただいままでは一般会計予算の第１条、歳入歳出予算について申し上げましたが、

これから第２条以下についてご説明いたします。 

 第２条以下につきましては、地方自治法の規定に基づいて定められたものとなり

ます。 

 第２条は、債務負担行為でございまして、債務を負担することについて定めるも

のであります。 

 第３条は、地方債でございまして、起こすことが出来る地方債について定めるも

のとなります。 

 第４条は、一時借入金でございますが、年度内において歳計現金に不足が生じた

場合、その支払い資金の不足を補うため、借入れの出来る最高額を定めるもので、

その額を２億円とする内容でございます。 

 第５条は、歳出予算の流用でございまして、歳出予算の各項の経費の金額を流用

することが出来る場合を規定しております。各項に計上した給与、職員手当及び共

済費に係る予算額に過不足を生じた場合において同一款内でのこれらの経費の各項

の間の流用が出来ると定めております。 

 以上で令和５年度東庄町一般会計予算の内容説明を終わらせていただきます。よ

ろしくご審議をお願いいたします。 

議長（宮澤 健君） 

 町民課長、香取康成君。 

町民課長（香取康成君） 

 それでは、議案第４号、令和５年度東庄町国民健康保険特別会計予算につきまし

てご説明申し上げます。 
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 お手元の予算参考資料を使って概要を説明させていただきますので、参考資料の

１５ページをお願いいたします。 

 初めに、歳入からご説明いたします。 

 歳入合計額は１７億５，０２３万３，０００円で、前年度比較５，２５１万８，

０００円、３．１％の増額予算でございます。主な増額の要因は、保険給付費の増

加に伴う県支出金の増でございます。 

 それでは、左の表を使って主なものをご説明させていただきます。 

 １款・国民健康保険税は３億５，９３９万３，０００円。前年度比較１，９２８

万５，０００円、５．７％の増。増額の要因は、被保険者数の所得増額に伴う所得

割保険税額の増加によるものでございます。 

 ４款・国庫支出金５万１，０００円は、前年度比較５万円の増。増額の要因は、

令和５年度における出産育児一時金の支給額の引上げに伴い交付される臨時補助金

の増額分となっております。 

 ５款・県支出金は１２億３，９１２万円で、右の円グラフにおいて全体の７０．

８％を占めております。前年度比較４，１２９万１，０００円、３．４％の増でご

ざいます。増額の主な要因ですが、後ほど説明いたしますが、歳出の区分の２番、

保険給付費の増額計上に伴う普通交付金の増額を見込んでおります。 

 ７款・繰入金１億４，１４０万５，０００円は、保険税軽減や職員給与費等に伴

う法定繰入金でございます。前年度比較１，０２７万円、７．８％の増です。増額

の主な要因は、国民健康保険特別会計で人件費を負担する保健福祉総合センターの

職員数が１名増となったことによる職員給与費等繰入金の増額によるものでござい

ます。 

 ８款・繰越金２０万円は、歳入が歳出に不足する額を計上いたしました。 

 ９款・諸収入は９９７万９，０００円。前年度比較４１万１，０００円、４．０％

の減です。主なものは後期高齢者にかかる健康診査業務受託料でございます。減額

の主な要因は、交通事故等で保険証を使用して受診した医療費について、相手方か

ら事後清算される第三者納付金の収入減を見込んでおります。 

 続きまして、歳出についてご説明いたしますので、１６ページをお願いいたしま

す。 

 歳出総額１７億５，０２３万３，０００円。歳入と同額となっております。 
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 ２款・保険給付費は１２億３９１万円、前年度比較３，８１２万円、３．３％の

増でございます。主な内容は、医療機関等へ支払う療養給付費となっております。 

 ３款・国民健康保険事業費納付金４億２，７８２万２，０００円、国民健康保険

の財政運営主体である千葉県に対して支出する納付金でございます。 

 ５款・保健事業費は７，１２４万円、前年度比較１，５８３万９，０００円、２

８．６％の増。主な内容は、特定健診委託料及び保健衛生係職員４人分の人件費を

含む保健センター事業費並びに東庄病院へ委託しています短期人間ドック委託料で

ございます。増額の要因ですが、１名分の人件費の増、令和６年度に向けて策定す

るデータヘルス計画の策定支援業務委託料の新規計上、特定健診の委託費用の増額

でございます。 

 ８款・諸支出金は４８７万円、前年度比較２６６万２，０００円、１２０．６％

の増。主な内容は、国保税の過誤納還付金、千葉県からの交付金を東庄病院に繰出

金として支出する直営診療施設勘定繰出金でございます。増額の主な要因ですが、

東庄病院で来年度実施します大腸ビデオスコープ更新事業に対する繰出金の増によ

るものです。 

 以上で令和５年度東庄町国民健康保険特別会計予算の概要説明を終了いたします。 

 続きまして、議案第５号、令和５年度東庄町後期高齢者医療特別会計予算につい

て説明いたします。 

 同じく参考資料の１８ページをお願いいたします。 

 後期高齢者医療の令和５年度の予算総額は、歳入歳出それぞれ２億１８７万６，

０００円、前年度比較３６０万６，０００円、１．８％の増額を見込んでおります。 

 それでは、歳入の主なものをご説明いたします。 

 １款・保険料は１億５，２４６万５，０００円、前年度比較１６０万円、１．１％

の増で、右のグラフにありますように歳入全体の７５．５％を占めております。増

額の主な要因は、被保険者数の増によるものでございます。 

 ３款・繰入金４，８２９万７，０００円、前年度比較１８９万２，０００円、４．

１％の増額となっております。これは保険基盤安定制度に係る繰入金で、県からの

繰入分と町負担分を合わせた額となっております。 

 次に、歳出の主なものをご説明申し上げます。 

 １款・総務費２２２万９，０００円は、システム関係などの一般管理費及び徴収



－108－ 

費の経費を見込んでおります。 

 ２款・納付金１億９，９２４万５，０００円、前年度比較３５３万８，０００円、

１．８％の増額でございます。これは千葉県後期高齢者医療広域連合に対して支出

する納付金で、歳入における保険料及び保険基盤安定に係る繰入金を合わせた額と

なっております。増額の要因は、被保険者数の増によるものです。 

 以上で令和５年度東庄町後期高齢者医療特別会計予算の説明を終了いたします。 

 なお、両会計とも詳細につきましては、予算決算常任委員会でご説明申し上げま

す。よろしくお願いいたします。 

議長（宮澤 健君） 

 農政担当課長、前田泰孝君。 

農政担当課長（前田泰孝君） 

 それでは、議案第６号、令和５年度東庄町食肉センター特別会計予算についてご

説明いたします。 

 予算参考資料の１９ページをお願いします。 

 令和５年度のと畜処理頭数は９万７，０００頭を見込み、令和４年度の９万５，

０００頭と比較いたしまして２，０００頭増の事業量を見込んでおります。 

 歳入よりご説明いたします。 

 項目１の営業収益、①解体処理施設使用料は１頭当たり９３５円で９万７，００

０頭を見込み、９，０６９万５，０００円。②冷蔵庫使用料は１日９９円で、平均

使用日数を１．４日といたしまして９万６，０３０頭を見込み、１，３３０万９，

０００円。③ボイル室使用料は１頭当たり９９円で、８万７，３００頭を見込み、

８６４万２，０００円を計上し、料金収入として１億１，２６４万６，０００円を

見込んでおり、令和４年度と比較いたしまして２２５万６，０００円の増額、率に

いたしまして２．０％の増となっております。 

 次に、項目２の繰越金は２，５０６万３，０００円を見込み、前年度と比較いた

しまして５０６万３，０００円の増額、率にして２５．３％の増となっております。 

 次に、項目３の財産収入でございますが、財政調整基金利金利子といたしまして

６，０００円を見込んでおります。 

 次に、項目４の諸収入につきましては、歳計金預金利子及び雑入の受入項目とい

たしまして２，０００円を計上いたしました。 
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 歳入合計は１億３，７７１万７，０００円で、前年度と比較いたしまして７２７

万３，０００円の増額、率にして５．６％の増となっております。 

 続きまして、歳出をご説明いたします。 

 項目１の営業費用、①の委託料ですが、食肉センター施設指定管理者、東庄町食

肉センター事業協同組合に支払う委託料でございまして、前年度から４５９万６，

０００円増額の９，３９９万６，０００円を計上するものでございます。これは処

理頭数の増加や燃料費の高騰により東庄町食肉センターの水道料金や電気料金など

の経費が増加していることに対応するもので、東庄町食肉センターの管理運営に関

する協定書に定められた指定管理料の年度上限額である９，４００万円の範囲内で

の増額であります。②補助金は、東庄町食肉センター事業協同組合が行う放血コン

ベアチェーン交換にかかる施設整備補助金として３６９万５，０００円を計上する

ものでございます。③その他につきましては、施設の火災保険料や消費税及び地方

消費税の金額といたしまして前年から１００万円増額の４１０万８，０００円を計

上しております。 

 次に、項目２の積立金でございますが、食肉センター特別会計財政調整基金とい

たしまして１，８００万６，０００円を計上いたしました。前年度と比較いたしま

して２９５万４，０００円の増額、率にいたしまして１９．６％の増となっており

ます。 

 次に、項目３の繰出金でございますが、一般会計への繰出金でありまして１，０

００万円を計上いたしました。前年度と同額となっております。 

 項目４の予備費は、７９１万２，０００円を見込みまして、前年度と比較して２

１０万６，０００円の増額、率にいたしまして３６．３％の増となっております。 

 歳出合計は歳入合計と同額の１億３，７７１万７，０００円とするものでござい

ます。 

 以上で食肉センター特別会計の予算説明を終わります。よろしくご審議のほどお

願い申し上げます。 

議長（宮澤 健君） 

 説明の途中ですが、ここで暫時休憩とします。再開は午後２時１０分からとしま

す。 

（午後 １時５９分 休憩） 
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（午後 ２時１０分 再開） 

議長（宮澤 健君） 

 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 健康福祉課長、布施光規君。 

健康福祉課長（布施光規君） 

 それでは、議案第７号、令和５年度東庄町訪問看護ステーション特別会計予算に

ついてご説明申し上げます。 

 予算参考資料の２０ページをお開きください。 

 初めに、歳入からご説明申し上げます。 

 １款・事業収入は１，４５８万円で、右側の円グラフにありますように歳入全体

の５５．３％を占めております。前年度比１３６万円、１０．３％の増を見込んで

おります。増額の主な要因は、利用者の増加によるものでございます。 

 ２款・繰入金は９７９万１，０００円で、前年度比１８５万９，０００円、２３．

４％の増を見込んでおります。これは歳入の不足分を一般会計からの繰入金で補う

ものでございます。 

 ３款・繰越金は前年度繰越金として２００万円、前年度と同額を見込んでおりま

す。 

 以上、歳入合計は２，６３７万３，０００円、前年度比３２１万９，０００円、

１３．９％の増となっております。 

 続いて、歳出についてご説明申し上げます。 

 ２１ページをご覧ください。 

 １款・事業費は２，６２７万３，０００円で、右側の円グラフにありますように

歳出全体の９９．６％を占めております。前年度比３２１万９，０００円、１４．

０％の増を見込んでおります。事業費の主なものは看護職員３名及び会計年度任用

職員１名の人件費等でございます。 

 ２款・予備費は前年度と同額の１０万円を計上しております。 

 以上、歳出合計は歳入と同額の２，６３７万３，０００円、前年度比３２１万９，

０００円、１３．９％の増となっております。 

 なお、下段の表には平成３０年度から令和４年度１２月までの年度別利用実績を

記載してございます。 
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 以上で令和５年度東庄町訪問看護ステーション特別会計予算の説明を終わらせて

いただきます。 

 続きまして、議案第８号、令和５年度東庄町介護保険特別会計予算についてご説

明申し上げます。 

 ２２ページをお開きください。 

 初めに、歳入からご説明申し上げます。 

 １款・保険料につきましては、３億２１１万９，０００円、前年度比４１７万９，

０００円、１．４％の減を見込んでおります。第１号被保険者の保険料でございま

す。 

 ３款・国庫支出金、４款・支払基金交付金、５款・県支出金につきましては、介

護サービスに対する保険給付費及び地域支援事業に要する費用に対する負担額であ

り、介護保険法によりそれぞれ負担割合が定められております。 

 ３款・国庫支出金が３億３，５１１万８，０００円で、前年度比５６万２，００

０円、０．２％の減、４款・支払基金交付金、これは４０歳から６４歳の第２号被

保険者の保険料で４億２６万２，０００円、前年度比５７２万８，０００円、１．

５％の増、５款・県支出金は２億１，９２２万７，０００円で、前年度比４５１万

３，０００円、２．１％の増を見込んでおります。 

 ７款・繰入金は一般会計及び介護給付費準備基金積立金からの繰入金として２億

８，９８３万９，０００円、前年度比２，１６２万３，０００円、８．１％の増を

見込んでおります。 

 ８款・繰越金につきましては、前年度繰越金として１１６万５，０００円を見込

んでおります。 

 ９款・諸収入６０万７，０００円につきましては、高額介護サービス費貸付金元

金収入などを見込んでおります。 

 以上、歳入合計は１５億４，８３６万円、前年度比２，７１０万２，０００円、

１．８％の増となっております。 

 次に、歳出についてご説明申し上げます。 

 ２３ページをご覧ください。 

 １款・総務費については４，７８２万９，０００円、前年度比５７０万９，００

０円、１３．６％の増を見込んでおります。増額の要因は、第１期介護保険事業計
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画策定のため４６３万円を計上したことによるものでございます。 

 ２款・保険給付費は１４億４，５００万円で、右側の円グラフにありますように

歳出全体の９３．３％を占めており、前年度比１，５８７万円、１．１％の増を見

込んでおります。 

 ３款・地域支援事業費につきましては５，３８１万６，０００円、前年度比５４

６万４，０００円、１１．３％の増を見込んでおります。増額の要因は、新規事業

として介護予防・生活支援事業で通所型サービス集中Ｃ委託料３９０万９，０００

円と一般介護予防事業で地域リハビリテーション活動支援事業１１８万８，０００

円を計上したことによるものでございます。 

 ５款・諸支出金７１万４，０００円につきましては、高額介護サービス費貸付金

などで前年度比５万９，０００円、９．０％の増を見込んでおります。 

 ６款・予備費１００万円につきましては、前年度と同額を見込んでおります。 

 以上、歳出合計は歳入と同額の１５億４，８３６万円、前年度比２，７１０万２，

０００円、１．８％の増となっております。 

 なお、２４ページにつきましては、平成３０年度から令和４年度１０月までの第

１号被保険者数、要介護・要支援認定者数、居宅介護、施設介護の各サービスの受

給者数を記載しておりますので、後ほどご覧いただきたいと存じます。 

 以上で、令和５年度東庄町介護保険特別会計予算の説明を終わらせていただきま

す。よろしくお願いいたします。 

議長（宮澤 健君） 

 まちづくり課長、鈴木秀樹君。 

まちづくり課長（鈴木秀樹君） 

 議案第９号、令和５年度東庄町水道事業会計予算についての内容を申し上げます。 

 予算参考資料の２５ページをお願いいたします。 

 初めに、令和５年度水道事業の業務の予定量についてでございます。 

 年度末給水戸数４，０２８戸、年間総給水量１５８万５，８１８立方メートル、

１日平均給水量４，３３３立方メートル、普及率８５．４％を見込み、予算編成を

いたしました。 

 次に、右上の２、水道事業会計予算状況をご覧ください。 

 収益的収入及び支出予算の収入では、４億６，５４３万９，０００円、支出では
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４億２，５４３万３，０００円、収支差引で４，０００万６，０００円の純利益と

なっております。 

 次に、左側の表をご覧ください。 

 収益的収入のうち営業収益は３億７，４１２万９，０００円で、前年度との比較

では２５万円の減、率として０．１％の減となっております。給水収益は３億６，

６３２万４，０００円となりまして、全体の７８．７％を占めております。 

 また、営業外収益につきましては９，１３０万９，０００円で、前年度と比較し

て１３５万円の増となっております。 

 営業外収益のうち一般会計補助金は前年同額の５，０００万円で、全体の１０．

７％となっております。県補助金は３，１０４万円で、前年度と比較して１４９万

６，０００円の増、収益全体の６．７％となっております。 

 次に、収益的支出のうち営業費用は４億１，７９９万円で、前年度と比較して３，

０９１万４，０００円の増、率にして８．０％の増となっております。 

 この内容でございますが、受水費が２億６，７８３万８，０００円で、前年度と

比較して２，０１４万３，０００円の増で、全体に占める割合は６３．０％となっ

ております。なお、増額の主な要因といたしましては、東総広域水道企業団の受水

費の減免期間の終了によるものとなっております。 

 減価償却費につきましては５，８１９万６，０００円で、５４万円９，０００円

の減、人件費につきましては２，５６５万６，０００円で、職員の異動等による３

６万８，０００円の減となっております。 

 その他営業費用につきましては、６，６３０万円で、前年度と比較して１，１６

８万８，０００円の増、要因といたしまして配水管布設替え工事に伴う各家庭への

引込管への接続工事等によるものでございます。 

 次に、営業外費用は７２４万２，０００円で、前年度と比較して２６６万３，０

００円の減、率で２６．９％の減となっております。この内容につきましては、消

費税支払い額の減少によるものでございます。 

 続きまして、２６ページをお開きください。 

 資本的収入及び支出の予算について、ご説明を申し上げます。 

 資本的収入はございません。 

 資本的支出は１億９，７４８万１，０００円で、収支差引で１億９，７４８万１，
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０００円の不足となります。この収支不足分は消費税等収支調整額１，７１４万２，

０００円、過年度分損益勘定留保資金１億８，０３３万９，０００円で補填するも

のでございます。 

 次に、下のグラフをご覧ください。 

 支出の内容でございます。 

 建設改良費が１億８，５４２万８，０００円で、全体の９３．９％を占めており

ます。主な内容につきましては、重要給水管路更新工事で１億５，０００万円、配

水管更新工事に８５０万円を計上いたしました。 

 固定資産取得費３６１万５，０００円の主なものとして、塩素注入器の更新工事

として１８１万５，０００円、仕切弁設置工事に１００万円を計上いたしました。 

 企業債償還金８４３万８，０００円につきましては、企業債の元金の償還でござ

います。 

 以上で令和５年度東庄町水道事業会計予算についての説明を終わりにいたします。

よろしくご審議のほど、お願いいたします。 

 なお、詳細につきましては、予算決算常任委員会で説明をいたします。よろしく

お願いいたします。 

議長（宮澤 健君） 

 病院事務長、渡辺佳則君。 

病院事務長（渡辺佳則君） 

 それでは、議案第１０号、令和５年度東庄町国民健康保険東庄病院事業会計予算

について、内容をご説明申し上げます。 

 予算参考資料の２７ページをお願いいたします。 

 業務予定量についてですが、病床数は８０床で、内訳は一般病床３２床、療養病

床４８床となります。年間診療日数は、入院が３６６日、外来が２６７日となりま

す。なお、外来の診療につきましては、日曜、祝祭日及び年末年始の１２月２９日

から翌年１月３日までと毎月第１、第３土曜日以外の土曜日が休診となります。年

間患者数につきましては、入院が介護療養施設と合わせて１万７，９３４人、前年

度比１，０４６人の減、１日平均４９人、外来が２万８，０９５人、前年度比１，

０６８人減の一日平均１０５．２人を見込んでおります。以上の業務量に基づき、

令和５年度の予算編成を行いました。 



－115－ 

 初めに、収益的収入ですが、医業収益が８億９，６９６万２，０００円、前年度

と比較して４，３２４万３，０００円、４．６％の減となります。医業収益の内訳

としましては、入院収益、外来収益、その他医業収益、介護保険事業収益となりま

す。減額の主な要因といたしましては、入院、外来収益で昨年度より患者数を少な

く見込んだことによるものでございます。 

 医業外収益が２億１，９２４万円、前年度と比較して２，８７１万２，０００円、

１５．１％の増となります。医業外収益の内訳としまして、負担金交付金、長期前

受金戻入金、その他医業外収益等となります。増額の主な要因としましては、一般

会計からの繰入金が増額になったことによるものでございます。 

 特別利益１０万円、合計１１億１，６３０万２，０００円、前年度と比較して１，

４５３万１，０００円、１．３％の減となっております。 

 次に、収益的支出ですが、医業費用は１０億９，５０４万８，０００円、前年度

と比較して１，２２８万６，０００円、１．１％の減となります。医業費用の内訳

としましては、１、給与費、職員５５名と会計年度任用職員１６名分の給与等から、

５、その他医業費用の内訳となっております。減額の主な要因は、入院・外来患者

数を昨年度に比べ少なく見込んだことにより、薬品費が減少し、それに伴う材料費

の減であります。 

 医業外費用１，６８８万７，０００円、前年度と比較して１３３万２，０００円、

７．３％の減となります。医業外費用の内訳としましては、支払利息、その他医業

外費用等となります。 

 特別損失１０万円、予備費２００万円を見込んでおります。 

 合計１１億１，４０３万５，０００円、前年度と比較して１，３６１万８，００

０円、１．２％の減を見込んでおります。 

 以上のように、収益的収支は、収益的収入１１億１，６３０万２，０００円に対

しまして、収益的支出１１億１，４０３万５，０００円、収支で２２６万７，００

０円の黒字の予算編成となっております。 

 右側の円グラフは、ただいま説明をいたしました収益的収入及び支出についての

内訳の構成割合を表したものです。 

 次のページをお願いいたします。 

 資本的収支の予算となります。はじめに、資本的収入は、１億３，３１６万８，
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０００円を見込んでおりまして、企業債、出資金、補助金等で、内訳の主なものは、

受水槽更新工事に伴う企業債３，７５０万円、出資金のうち一般会計出資金の企業

債元金償還金分が３，４００万円、建設改良分が４，０００万円、医学生奨学金等

貸付金分で８００万円となっております。 

 次に、資本的支出です。資本的支出は、１億８，６２１万７，０００円を見込ん

でおりまして、建設改良費、企業債償還金、奨学資金貸付金で、建設改良費の内訳

ですが、器具備品購入費の主なものは、画像管理サーバーの更新に１，７６０万円、

こちらは耐用年数が経過し、修理部品の調達が困難になったため更新するものです。 

 また、大腸ビデオスコープにつきましても、耐用年数が過ぎているため、より鮮

明な画像で医療の質の向上が期待出来るものに国保調整交付金を活用して更新する

ものです。 

 更に令和６年４月の介護医療院への転換に伴う間仕切り家具８２０万円でありま

す。 

 また、工事費の主なものは、耐用年数を経過し、老朽化した受水槽更新工事３，

７５０万円、委託料として主なものは、医事会計システムのインボイス対応とバッ

クアップ機能を強化するための電子カルテ改修に伴う２４２万円であります。 

 これによりまして、資本的収入額が資本的支出額に不足する額５，３０４万９，

０００円は、当年度分消費税資本的収支調整額６１万２，０００円、過年度分損益

勘定留保資金５，２４３万７，０００円で補填するものでございます。 

 なお、予算の詳細につきましては、予算決算常任委員会で説明をさせていただき

ます。 

 以上で令和５年度東庄病院事業会計予算案について説明をさせていただきました。

ご審議のほど、よろしくお願いいたします。 

議長（宮澤 健君） 

 提案理由の説明が終わりました。 

 ただいま議題となっております、議案第３号から議案第１０号までについては、

会議規則第３８条第１項の規定により、お手元の付託表のとおり所管の常任委員会

に審査の付託をします。 

 日程第２０、休会の件を議題とします。 

 お諮りします。 
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 委員会審査等のため、３月９日から１６日までの８日間を休会としたいと思いま

す。 

 これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

議長（宮澤 健君） 

 ご異議なしと認めます。 

 従って、３月９日から１６日までの８日間を休会とすることに決定しました。 

 これで本日の日程は全部終了しました。 

 ３月１７日の会議は、議事の都合により午後２時３０分に繰り下げて開くことに

します。 

 本日はこれで散会します。ご苦労さまでした。 

（午後 ２時３４分 散会） 

 

 


